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特別企画 1「若手研究者のためのテーブルディスカッション１日目」 
 

テーブル１：広域監視 

	
 	
 	
 	
 アドバイザ：加藤	
 由花（産技大）、荒川	
 豊（奈良先端大）、岩本	
 健嗣（富山県立大）	
 

	
 	
 	
 	
 プログラム No.(4)	
 	
 視覚情報と群衆軌跡情報の融合による人物属性把握	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 岩橋	
 宏樹,	
 樋口	
 雄大,	
 山口	
 弘純,	
 東野	
 輝夫（阪大）	
 

	
 	
 	
 	
 プログラム No.(P2)	
 全方位カメラを搭載したバルーンによる広域監視システム	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 有村	
 実剛,	
 橋本	
 浩二,	
 柴田	
 義孝（岩手県立大）	
 

	
 

テーブル２：スマートデバイス	
 

	
 	
 	
 	
 アドバイザ：重野	
 寛（慶大）、吉廣	
 卓哉（和歌山大）	
 

	
 	
 	
 	
 プログラム No.(3)	
 	
 YAMATO:ウェアラブル屋内フロアマップ生成システム	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 柏本	
 幸俊,	
 安本	
 慶一（奈良先端大）	
 

	
 	
 	
 	
 プログラム No.(8)	
 	
 Privacy-Aware	
 Gateway	
 to	
 Prevent	
 Privacy	
 Leaks	
 from	
 Smart	
 Devices	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 Bazzi	
 Ahmad,	
 Onozato	
 Yoshikuni,	
 Kiriyama	
 Yuta（群馬大）	
 

	
 

テーブル３：ネットワークシステム	
 

	
 	
 	
 	
 アドバイザ：高井	
 峰生（UCLA/阪大）、神崎	
 映光（阪大）、後藤　佑介（岡山大）	
 

	
 	
 	
 	
 プログラム No.(7)	
 	
 有線/無線相互補完通信を用いたマルチゲートウェイメッシュネットワークの実装	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 河合	
 孔明,	
 遊佐	
 直樹,	
 峰野	
 博史（静岡大）	
 

	
 	
 	
 	
 プログラム No.(P3)	
 多様な通信環境を考慮した	
 DTN ベースの時空間映像配信システム	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 伊藤	
 健太,	
 津田	
 一真,	
 柴田	
 義孝（岩手県立大）,	
 内田	
 法彦（埼玉工大）	
 

	
 

テーブル４：応用システム１	
 

	
 	
 	
 	
 アドバイザ：藤田	
 茂（千葉工大）、木谷	
 友哉（静大）	
 

	
 	
 	
 	
 プログラム No.(5)	
 	
 オンライン活動とオフライン活動の相関関係分析	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 赤池	
 勇磨,	
 荒川	
 豊,	
 安本	
 慶一（奈良先端大）	
 

	
 	
 	
 	
 プログラム No.(P4)	
 DTN をベースとしたモバイルクラウド型災害情報共有システムに関する研究	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 菊池	
 瑶介,	
 柴田	
 義孝（岩手県立大学）,	
 内田	
 法彦（埼玉工大）	
 

	
 

テーブル５：応用システム２	
 

	
 	
 	
 	
 アドバイザ：野呂	
 正明（富士通研）、白石	
 陽（はこだて未来大）、重安	
 哲也（県立広島大）	
 

	
 	
 	
 	
 プログラム No.(P1)	
 TouchAnalyzer	
 :	
 タッチ操作ログ分析システム	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 平部	
 裕子,	
 荒川	
 豊,	
 安本	
 慶一（奈良先端大）	
 

	
 	
 	
 	
 プログラム No.(6)	
 	
 SDN によるコグニティブ無線技術を基盤とした災害に強い	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 ネバー・ダイ・ネットワークに関する研究	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 佐藤	
 剛至,	
 柴田	
 義孝（岩手県立大）,	
 内田	
 法彦（埼玉工大）	
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